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令和 8 年第 3 回定例会 行政報告 

 

令和 8 年第 3 回朝日町議会定例会で、町政の主な取組や状況

について行政報告を行いました。主な内容をお知らせします。 

 

令和 7 年度決算の状況 

令和 7 年度の一般会計決算は、歳入が約 54 億 3,649 万円、

歳出が約 53 億 3,097 万円となりました。実質収支は約 1 億 349

万円の黒字となっています。 

また、財政調整基金の年度末残高は約 7億 1,437万円となり、

実質単年度収支は約 765 万円の黒字となりました。 

これにより、財政改革推進プランで掲げていた「令和 8 年度

末の基金残高 5 億円以上」と「令和 8 年度からの実質単年度収

支の黒字化」の 2 つの目標を、町民の皆さまのご理解とご協力

のもと、1 年前倒しで達成できました。実質単年度収支の黒字

化は 4 年ぶりです。 

一方で、人件費などの義務的経費は増加しており、引き続き

効率的で持続可能な財政運営に取り組みます。 
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9 人の「こども町長」が町政を体験 

7 月 27 日、町内の小学 5・6 年生を対象に「こども町長体験」

を開催し、9 人のこども町長が参加しました。 

町長室や庁舎の見学、管理職会や議会への参加のほか、「私

が町長になったら」をテーマに、自分たちが目指す朝日町の姿

や実現したい政策を考え、本会議場で発表しました。 

今回の体験が、町政やまちづくり、ふるさと朝日町について

考えるきっかけとなることを期待しています。 

 

男女共同参画について町民・事業者の皆さんにアンケート 

第 2 次朝日町男女共同参画基本計画の後期計画策定に向け、

7 月から 8 月にアンケートを実施しました。 

「男女の地位が平等と思う」と回答した割合は 19.6％、「女

性は働きやすい状況と思う」と回答した割合は 32.1％となり、

いずれも前回調査から上昇しました。一方、固定的な性別役割

分担意識については、前回調査から後退がみられる結果となり

ました。 

今回の結果を、現在策定を進めている後期計画に反映してい

きます。 
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熊本地震の被災地へ職員 2 人を派遣 

7 月 28 日に発生した熊本地震の被災地を支援するため、熊

本県宇城市へ朝日町職員 2 人を派遣します。 

1 人は 9 月 17 日から 23 日まで、罹災証明書の発行や避難所

運営を支援し、もう 1 人は 9 月 18 日から 23 日まで、避難所で

の健康支援などに従事します。 

被災地での支援に取り組むとともに、現地で得た経験を今後

の朝日町の災害対応にも生かしていきます。 

 


